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1988年７月15日(金)～16日出

於　 水上温泉｢ 水 上 館｣

会長
群馬大学医学部第一内科

助教授　笛　 木　 隆　 三

-



会　場　案　内

会　　場　水上温泉「水上館」

群馬県利根郡水上町小日向

ＴＥＬ（0278）72－3221 ㈹

ＦＡＸ（0278）72－3229

会場へは　JR 上越新幹線「上毛高原駅」 下車

駅正面出口より水上温泉行きの専用

デラックスリレーバスで水上館まで

約15分
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会　場　内　案　内

研　究　会　場

本館７Ｆ　スカイパレス〈九重〉国際会議室

懇　親　会　場

本館６Ｆ　桃源の間

昼　食　会　場

本館６Ｆ　桃源の間

世 話 人 会 場

本館７Ｆ　 スカイパレス〈九重〉国際会議室３号室
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第19回 職業アレルギー研究会 実施要領

期　　1988 年７月15日(金)～16 日山

職業アレルギー研究会賞

選 考 経 過 並 び に

受賞 発表・受賞式

受 賞 記 念 講 演

一　般　研　究　発　表

シ　ン　ポ　ジ　ウ　ム

総
　

世
　

懇

会 ・ 記 念 撮 影

話
　

親

人
　

旅

会
　

行

場

水上温泉｢ 水上館｣

群馬県利根郡水上町小日向

TEL 0278(72)3221 ㈹

７月15 日　　13 : 05～14 : 00

７月15 日

７月15 日

７ 月15 日

７ 月15 日

７ 月16 日

14 : 20 ～16 : 05

16 : 25 ～18 : 00

18 : 00 ～18 : 30

11 : 00 ～12 ：00

9:00 ～14 : 30

３．研究会参加の方へ

（1）演者変更 の場合は，スライド受付の際，係へお申し出下さい。

（2） 一般演題は講演10 分，討論５分とし，進行は座長にご一任いただきますが，時

間厳守をお願いします。

（3） スライドプロジェクターは１台です。スライドは原則として10枚以内とします。

（4） 研究会当日中に雑誌掲載用最終抄録（1,200 字以内，図表２枚以内）およ び100

-

－－

－

卜
北
Ｓ

-

語以内の英文抄録を提出して下さい。

（5） 研究会費として各個人5,000円及び会場整理費10,000円，臨時会員随行時１名

に付き10,000円の会場整理費を当日納入して下さい。

（6） 研究会当日この抄録集をご持参下さい。



第19回　職業アレルギー研究会日程

７ 月15 日 倒 ７ 月16 日(土)

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

14 二20

15:00

16 二05

16:25

17:00

18:00

19:00

一　 世　　 話　　　人　　 会　 一

一　 昼　　　　　　　　　　食　 一

一　 開　　　　　　　　　　会　 一

職業アレルギー研究会賞

受 賞 発 表 ・ 賞 贈 呈

受　賞　 記　 念　講　演

一　 休　　　　　　　　　　憩　 一

一　 一　　 般　　 演　　 題　-

（７　題）

休　　　　　　　　　　憩　　 ‾

-　 シ　ン　ポ　 ジ　ウ　ム　 ー

（５　題）

一　 総　　　　　　　　　　会　 一
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閉　　　　　　　　　　　会
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世　話　人　会 （11 : 00～12 : 00）

開会のあいさつ （13 : 00～13 : 05）

職業アレルギー研究会賞受賞記念講演 （13 : 05～14 : 00）

選考経過並びに受賞発表・受賞式

○七條賞受賞記念講演

職業アレルギー研究への回顧と今後のあり方私見

休

会　長　　笛　木　隆

会　 長

座長　 古河日光病院

笛

石

大分大学保健管理センター内科　　中

○光井賞受賞記念講演　　　　　　　　　　　　　　　 座長　滝沢中央病院　　光

ホヤ抗原の精製と精製抗原，重合抗原による減感作療法の成績

県立広島病院内科　　城

憩 （14 : 00～14 : 20）

一　 般　 演　 題

ＳＥＣＴＩＯＮ　Ｉ　（14 : 20 ～14 : 50 ） 座長　近畿大学医学部第４内科

日本医科大学耳鼻咽喉科

中

奥

木

崎

村

井

島

田

隆

一

一

一

一一一

達

庄太郎

智　彦

重 徳

稔

１。ゴム製造研究員にみられた職業性喘息の１例

国立相模原病院臨床アレルギー研究部

○前　田　裕　二　　信　太　隆　夫

２

ポリウレタン断熱剤作業に関連すると考えられる喘息症例について

大分大学保健管理センター内科　　中　村

S ＥＣＴＩＯＮ ＩＩ　（14 : 50 ～15 : 20 ） 座長　 国立療養所南福岡病院

独協医科大学アレルギー内科

３。営林署職員の蜂刺による死亡例の報告および長野営林局管内における

蜂剌症の実態に関するアンケート調査

佐久綜合病院アレルギー科　 ○清　水　俊　男

佐久綜合病院皮膚科

長野県厚生連健康管理センター

４．ホヤ喘息発生率の20数年にわたる調査成績　　　　　　広島県廿日市市

県立広島病院

広島市己斐町

大竹市本町

広島大学工学部

SＥＣＴＩＯＮ Ⅲ （15 : 20～16 : 05）

５ 。冷蔵庫に起因する過敏性肺炎について

－ Ｒｅｆｒigeｒａtｏｒ diｓｅａｓｅ －

座長　群馬大学医学部第１内科

岡山大学医学部第２内科

岡山大学医学部第２内科

晋

準

平荘

野

野

長

牧

堀

安

横

○勝

城

大

坪

岡

小

木

藤

山

俊

幸

孝

彦

穂

子

隆

彦

正

治

智

智
　
　
信

谷
　

塚

井

○高　橋

木　村　郁

林

村

節

郁

雄

郎

清　　多　田　慎　也

郎



休

６。椎茸栽培者肺症の１例　　 群馬大学医学部第一内科　 ○松

福

笛

群馬大学医療技術短期大学部

井

山

木 隆

野

枝

中

梅

茂

展

小

中

７。饅頭製造に使用するＡｓpeｒgillｕｓ ｏｒyｚａｅが原因と考えられた

職業性アレルギー性気管支肺アスペルギルス症(ＡＢＰＡ)の一例

群馬大学医学部第一内科　 ○鈴　木　弘　毅

松　井　　　茂

笛　木　隆　三

憩 （16 : 05～16 : 25）

シ ン ポ ジ ウ ム （16 : 25～18 : 00）

「職業喘息研究の方法論」

梅

根

小

座長　国立医療センター呼吸器科

群馬大学医学部第一内科

１。各種抗体・抗原のＥＬＩＳＡ法による同定

佐世保市立総合病院内科

長崎大学医学部第２内科 下

友

原

田

永

照　文

淑　美

耕　平

可

笛

○ 浅

一一
一
一

中

林

渾

枝

本

林

部

木

２。金属の抗原抗体反応

秀

愛

節

次

愛

俊

節

彦

郎

雄

夫

郎

和

雄

順三郎

隆　三

宏

樹

子

貞

直

博

井

浦

里

藤田学園保健衛生大学医学部公衆衛生学教室　　立　川　壮　一

3. Ｐｅａｋ ｆｌｏｗ ならびに ＶＶ のパターン分析

群馬人学医学部第一内科

４。気道誘発反応一 再調査からの考察-

○根

富

和
　
一

俊

真

本

岡

金沢市城北病院内科

福井光陽生協病院内科

総

〈 特別発言〉

抗原吸入発作後の気道反応性九進の機序について

独協医科大学アレルギー内科

５。職業性喘息における遅発性喘息反応

会 （18 : 00～18 : 30）

閉会のあいさつ

群馬大学医療技術短期大学部

藍

笛

○清

大

牧

中

原

木

水

門

正

隆

幸

一
..-

一

巍

和

平
　

夫

荘
　

次

野
　

渾

会　 長　　 笛　 木　 隆
一
一

一



職業アレルギー研究会賞受賞記念講演

（Ｉ）七條賞受賞記念講演　　13:30～13:45 座長 石崎　　 達( 古河日光病院)

職業アレルギー研究への回顧と今後のあり方私見

大分大学保健管理センター内科　中　 村 j 竺
日

1970 年第１回研究会以来，そば屋の調理師の職業性そば アレルギー，木工業者のくわ喘息，

薬剤師のｐａｎｃｒｅａtinアレルギー，研究者の職業性ぶたくさ花粉症の第１例をはじめ，ある時

は症例報告として，椎茸胞子喘息では疫学調査としてこれまでに15種の職業アレ ルギーの報

告をさせていただいた。また本症の予後調査，治療調査など会員の皆様の絶大なご協力で纒

めさせていただいたことをここに深謝申し上げる。予後については今回新たな追加報告を予

定しているが，こ れらを通じて今後の本症研究は症例の発見とアレルギー免疫学的機序の解

明というこれまでのような臨床における方法で得られる知見に止らず，これらを帰納し得ら

れた一定の結論をもとに演輝的に疫学調査，基礎研究（例えば抗原精製等） を行い，その結

果が臨床に還元され，予防～治療への本格的対応が考えらるべきことを指摘したい。そのた

めには理学，工学，化学，生物学，農学など医学以外の各分野の研究者との連繋，参加も必

要と考える。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉

１　－



(Ⅱ) 光井賞受賞記念講演　　13:45～14:00　　　座長 光井庄太郎(滝沢中央病院)

ホヤ抗原の精製と精製抗原，重合抗原による減感作療法の成績

県立広島病院内科 城　　　 智　 彦

ホヤ精製抗原Gi- ｒep，Ei-Ｍ およびＤⅢａは，分子量がそれぞれ106,000 ，22,800 ，9,880

の糖蛋白で，いずれもホヤ主要抗原決定基αを糖鎖上にもつほか，Ei- Ｍ は β，Ｄｍａは β，

ｙ決定基を蛋白鎖上に共有している。３抗原の皮内反応活性は同程度であったが，Gi- ｒep，

Ei-Ｍ は粘膜面の通過が困難で，結膜反応，吸入誘発反応では，分子量 が小 さく，酸性度の

低いＤⅢａのみが陽性を示した。精製抗原より切り出した糖ペプチドフラグメントの質量分

析，ＮＭＲ解析の結果から， 分岐した糖鎖 に存在する２個のＮアセチルガラクトサミンが，

特異lgE と結合するエピトープと推定 された。

減感作療法でGi- ｒep は221例中74.2％，Ei- Ｍ は307 例中91.5 ％に奏効したが，ＤⅢａは38

例中28.9 ％に効果を示すのみであった。

同一症例で経過を追跡した場合，Gi-ｒep，Ei-Ｍ 治療例では，治療後に血清特異ｌｇＧ 抗体

が増加し，その増加と効果発現は並行したが，ＤⅢａ治療例 や対症療法例 では，同抗体量は

変化しなかった。血清特異ｌｇＥ 量は減感作療法と無関係に，季節中は高値，季節外に低値と

なる変動を反復した。

クルクルアルデヒドを用いてＤｍａを重合し，Gi-ｒep，Ei- Ｍ と同 程度の分子量 をもつ重

合抗原を分離して減感作したところ，分子量の増人とともに特異lgG 抗体の産生量は増加し，

治療効果も良好となった。

非減感作例の血液にホヤ抗原を添加すると多量のヒスタミンが遊離したが，減感作例では

それが著明 に低下し，その程度は治療効果の発現，特異lgG 抗体産生と並行した。減感作

例の血液より血清を除くと，抗原添加によるヒスタミン遊離は増加し，血清の再添加により

前値に復した。非減感作例の血液に多量の持異lgG 抗体 を含 む減感作例 の血清を添加する

と，ヒスタミン遊離量は容量依存性に減少した。

ホヤ喘息の減感作で効果をあげるためには，抗原にα決定基が含まれていれば十分である

が，抗原分子の大きさにも配慮する必要がある。本療法奏効の主役は，遮断抗体として作用

する，特異lgG 抗体の産生にあると思 われる。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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． ｜

S ＥＣＴＩＯＮ　１　　 １４:20 ～14:50

般　演　題

座長 中島

奥田

重 徳( 近畿大学医学部第４内科)

稔( 日本医科大学耳鼻咽喉科)

１ 。 ゴ ム 製 造 研 究 員 に み ら れ た 職 業 性 喘 息 の 一 例

国 立 相 模 原 病 院 臨 床 ア レ ル ギ ー 研 究 部　 Ｏ 前 田　 裕 二　 ・　 信 太　 隆 夫

患 者 は30 歳 ， 男 性 。 23 歳 よ り 種 々 の ゴ ム 架 橋 剤 等 に 曝 露 さ れ て い た 。 ジ ク ミ ル パ ー オ キ サ

イ ド を 新 た に 扱 う よ う に な っ た ２ 年 後 よ り 鼻 汁 ， 咳 戦 ， 呼 吸 困 難 が 出 現 。 28歳 の 冬 に 喘 息 と

診 断 さ れ ブ レ ド ニ ン20mg/ 日 を 服 用 す る も 徐 々 に 悪 化 す る た め に 昭 和63 年 １ 月 に 当 院 を 受 診

し た 。 既 往 歴 ， 家 族 歴 共 に ア レ ル ギ ー 疾 患 は な い 。 検 査 成 績 は 末 梢 血 Ｅｏｓ.12.2 ％ ， 痰 Ｅｏｓ.

が ，lgE 801U/ ｍ乙 皮 膚 試 験 は 陰 性 ， Ａｃｈ 吸 入 誘 発 試 験 域 値3137/ ｍむ 入 院 後 の 経 過 は 良 好

で ２ 週 間 で プ レ ド ニ ン か ら 離 脱 。 吸 入 試 験 で はDi- ｃｕｍyl pe ｒｏｘide ， Ｒｏｓin ， 硫 黄 に は ＤＡＲ ，

Ｎ- Ｐｈｅｎy1-Ｎｔi ｓopｒopyl-pa ｒａ-pheny ｌｅｎｅｄｉｍａｉｎｅ， Ｐｏｌy-ｍｅｒiｚed-2,2,4-t ｒｉｍｅthyl-1,2-dihy-

dｒｏqｕｉｎｏｌｉｎｅ に は ＬＡＲ を 示 し た 。 喘 息 症 状 と 共 に 気 道 過 敏 性 も 急 速 に 改 善 し 入 院41 日 後 に

は Ａｃｈ 域 値 は10000 7/mj? 以 上 と な っ た 。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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-

２。ポリウレタン断熱剤作業に関連すると考えられる喘息症例について

大分大学保健管理センター内科　　中　村
四

日

ポリウレタン樹脂工業に伴う職業性喘息は本邦では島(1970) 以来， また欧米でも近年相次

いで報告されているが，その機序についてアレルギーが主役 を演 ずるか否か確証は得られて

いない。私も本症と考えられる１例 を経験したので検討結果から若干の考察 を加える。

患者は35歳の冷機会社勤務者。来院の４年前より冷蔵庫組立てに際しウレタン系２薬品 を

混合発泡させ固まらせ断熱剤とする作業に従事，１ヵ月後より発生するガスを吸入すると喘

息発作をみるようになりtheophyllin注射で軽快。精査を希望して来院，末梢血好酸球９％，

総lgE 値49 ｕ/mj，ｒｏｕtｉｎｅの吸入性抗原に対する皮内反応はすべて陰性，家塵，だに，真菌

に対するＲＡＳＴ ｓｃｏｒｅもすべてＯ。上記薬品よりのガスによる吸入誘発試験で確実な結果が

得られなかったが，職場を離れると軽快するが従事で確実に再発を繰返すことから環境試験

は陽性で，ＤＳＣＧとtheophyllin が奏効しｓｅｎｓitiｚｅｒとしてのアレルギー要因よりは寧 ろ一

定時間以上持続する刺戟作用が発症につながると推測 された。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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Ｓ Ｅ Ｃ ＴＩＯＮ　 Ⅱ 14:50 ～15:20 座長 長野

牧野

準( 国立療養所南福岡病院)

荘 平( 独協医科大学アレルギー内科)

３。営林署職員の蜂刺による死亡例の報告および長野営林局管内における

蜂刺症の実態に関するアンケート調査

佐久綜合病院アレルギー科　Ｏ清 木　 俊男

佐久綜合病院皮膚科

長野県厚生連健康管理センター

堀

安藤

横山

俊彦

幸穂

孝子

昨年度，全国で３名の営林署職員が蜂刺症により死亡し，うち２名はアナフィラキシーシ

ョックによるものと推定された。この２例の死亡状況とともに，本年４月に行った長野営林

局における蜂刺症の実態に関するアンケート（聞き取り）調査の結果を報告する。

〈実態調査の概要〉

調査対象：長野営林局管内の全職員2,558 名。

調査結果：全職員の96.5 ％（2,468 名）が蜂刺経験者で，同19.5 ％（500 名）に何らかの全身症

状 を認め，同5.3 ％（135 名）が呼吸困難を，また同1.3 ％（32名）が意識消失 を経

験していた。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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４。ホヤ喘息発生率の20数年にわたる調査成績

広島県廿日市市　○

県立広島病院

広島市己斐町

大竹市本町

広島大学工学部

隆

彦

正

治

智

智
　
　
信

谷
　

塚

井

勝

城

大

坪

岡

第16回の本研究会においてカキのむき身業者を対象とした20年間のホヤ喘息発生率の推

移を報告したが，その後も追跡調査を続けている。1988年３月の調査では全従業者417名中

35名（8.4％）のホヤ喘息を認め，1984年の調査と略同様の発生率であった。

これらの症例はいずれも軽症例であったが，前回調査から４年間の間に16例の新しい発生

例が見出された。

ホヤ喘息に対しては対症療法，特異的減感作療法が良効を奏するが，予防が最も重要であ

る。職業性喘息に対する知識の啓蒙，労務管理などに一層の努力が必要と考える。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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ＳＥＣＴＩＯＮ　Ⅲ 15:20 ～16:05 座長 小林

木村

節雄( 群馬大学医学部第１内科)

郁郎( 岡山大学医学部第２内科)

５．冷蔵庫に起因する過敏性肺炎について

. － Ｒｅｆｒigeｒａtｏｒ diｓｅａｓｅ 一

岡山大学医学部第２内科　ｏ高橋

木村

清

郁 郎

多田　慎也

過 敏性肺 炎では慢性 に経過 す る繊維 化の進行，肺 機能 の低 下防止 に起因抗原の同定 が必要

で ある。今回， 職場 を含め た生 活環境 内の冷蔵庫 の換気放熱 装置 に増 殖した真菌 が起因抗原

と 考え られた過敏性肺 炎の ２症 例 を経験 し， その特 殊性 から Ｒｅｆｒｉｇｅｒａtｏｒ diｓｅａｓｅと命 名し

た ので その概 要 を報告 す る。

症例 １は47 歳 の寿司 屋 を自営 する女性で，業 務用冷 蔵庫 から採取 した真菌抽出液 （Rhi ｚｏ-

pｕｓ ｓtｒｏｎｉｆｅｒ）によ る沈 降抗体 ，リ ンパ球幼若化 反応 が 強陽性 で汚染 源 を除 くこ とによ り症

状 の再燃 を防 止で きた。症 例 ２は37 歳 の男性で, 廊 下の冷蔵 庫で検出 された真菌（Ａｓpeｒgillｕｓ

nigeｒ）に対 す る同様 の検討結 果 から， 症例 １と同 じ くⅢ型，IV 型 反応 に基づく過 敏性肺 炎 と

診断 さ れた。以 上

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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６。椎茸栽培者肺症の１例

群馬大学医学部第一内科　 ○松 井　　 茂

福 山　　 展

笛 木　 隆 三

群馬大学医療技術短期大学部

中野

梅枝

小林

中渾

秀彦

愛郎

節雄

次夫

症例｡38 歳 ， 女｡16 年 前 よりビニ ールハウ ス内 で椎茸栽培 を行 い， ５年前 から作業中 に嘔

気 を自覚し ていた。 62年11 月 よ り咳瞰や 全身倦怠 感も増強 し たため，11 月14 日 当 科 を受 診し

た。 胸部で捻 髪音聴 取，WBC 11400, ＣＲＰ２十,ＥＳＲ ８８ｍｍ/h, 動 脈血 ガスpH 7.429 ，ＰａＣ０２

３３.8tｏｒｒ，Pa02 65.8t ｏｒｒ，ＡａＤ０
２ 
４２.6， 呼 吸機 能％ ＦＶＣ ６０％ であり，胸部 レ線で び慢 性

粒状 影 を認 めた。起因抗原 を検索 したところ 椎茸胞子抽 出液 のみ が沈降 抗体陽性 で あり，環

境並 び に抽 出液吸入誘発 試験 で も陽性 で あり， 誘発後 の気管 支肺 胞洗浄 で リ ンパ球 が89 ％ と

著増し，経気管 支的肺生検 で胞隔炎 が認 め られたた め，椎茸胞 子吸 入に起因 す る職 業性の過

敏性肺炎 （椎茸栽培者肺症 ） と診断 した。 椎茸栽培 者肺 症の 報告は 希で あり，本邦 で ２報 目

であ る。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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７。饅頭製造に使用するＡｓpergillｕｓ ｏryｚａｅが原因と考えられた，

職業性アレルギー性気管支肺アスペ ルギルス症(ＡＢＰＡ)のー例

群馬大学医学部第一内科　ｏ鈴木　弘毅　・　梅枝

松井　　 茂 ・ 根本

笛木　隆三　・　小林

愛郎

俊和

節雄

症例，54歳，男。饅頭の製造業。 28歳頃より発作性呼吸困難が出現，気管支喘息の診断の

もとに加療 を受けていた。昭和63 年１月発熱と共に呼吸困難，咳，痰 が増強。胸部レ線で浸

潤影，末梢血好酸球増多，１秒率の低下がみられ，喘息 を伴うＰＩＥ症候群 の疑 いで入院。

饅頭製造に従事すると呼吸困難 が出現し，問診にて饅頭製造に麹（Ａｓp.ｏｒyｚａｅ）を使用して

いることが判明。アレルギー検査で総ｌｇＥ 高値，Ａｓp.ｏｒyｚａｅに対し即時型，遅 発型皮内反

応ともに陽性，また特異的ｌｇＥ 抗体と沈降抗体もみられ，本真菌によるＡＢＰＡ と診断した。

本邦では味噌，醤油の醸造に関連した Ａｓｐ.ｏｒyｚａｅによるＡＢＰＡの症例はあるが，饅頭製造

業者の報告は本例 がはじめてである。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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シンポジウム　　16:25～18:00

｢職業喘息研究の方法論｣

１。各種抗体・抗原の ＥＬＩＳＡ法に

座長 可部順三郎( 国立医療センター呼吸器科)

笛木　 隆三( 群馬大学医学部第一内科)

よる同定

佐世保市立総合病院内科

長崎大学医学部第２内科 下田

友永

原

照文

淑美

耕平

O 浅井

三浦

中里

貞宏

直樹

博子

ＥＬＩＳＡ 法 の最近の 進歩 により，各種抗体 や細 菌菌体 成分 などの同定 が可 能 となっ て きて

い る。 今回 私 た ちは職 業性抗 原( ハプ テ ン) で あるＩＮＨ や 花粉 抗原 であ るカラ ムシ花粉 に対

す るlgE 抗 体 ， さら にレジ オネラの尿中 可溶性抗 原 をＥＬＩＳＡ 法 により同定 したの で報告 す

る。

①　ＩＮＨ(lｓｏｎｉａｚid)吸 入 歴のある薬剤師，内服歴 の ある結核患 者，正 常対照， 喘息 患者， に

ＥＬＩＳＡ 法 によりlgE 抗 体 を検索し た。吸 入歴 の ある８名中 ３例，内服歴 のある150 名 中 ６

例 にＩＮＨ，ＩＮＡ(lｓｏｎｉｃｏtinic acid) 特 異 ｌｇＥ を検出 した が， 正 常 者， 喘 息 患者 には 特 異

ｌｇＥ は検 出 されなかった。

②　 花粉 抗原の一つ であ るカラ ムシ花粉 に対 す る特 異lgE を ＥＬＩＳＡ 法 により測定 し たとこ

ろ， カラ ムシ花粉 に対 する吸 入誘発陽性例 では特 異lgE が 同 定 された。 ヨーロ ッパの 代表

的 花粉 抗原で ありカ ラムシと同じ イラクサ科 に属 す る Ｐａｒietａｒia officinaliｓと の交叉性 は

認 められな かっ た。

③　 ＥＬＩＳＡ 法によ りＬｅｇｉｏｎｅＨａ ｐｎｅｕmophila の 尿 中 可溶性抗 原 を検 討し た。 実験的 レ ジ オ

ネラ肺 炎家兎 におけ る尿中可 溶性抗 原 は感染早期 の ６時 間目 から検出可能 であ り， 第 ４病

日 には最高 に達 し106CFU/ ｍれ ｃｏｌｏｎy foｒｍｉｎｇ ｕnit) 相 当 の抗 原量 を検出 で きた。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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２。金 属 の 抗原 抗体 反 応

藤田学園保健衛生大学医学部公衆衛生学教室　 立　 川　 壮　 一

ある種の金属は，ハプテンとして過敏症を生じ，あるいはアジユバントとして生体の免疫

反応に関係する。 アレ ルギー反応誘起性 をもつ金属としては，Ni ，Ｃｒ，Ｃｏ，Ｚｒ，Cd ，Ｂｅ，

Ｐt など種々の金属 があるが，金属曝露 による免疫応答の異常変化が，人の健康に及ぼす影

響としては，臨床的 には多くはアレルギー性接触皮膚炎をはじめとする皮膚疾患と，気管支

喘息などの呼吸器系への影響として問題となる。呼吸器系 への影響としては，Ｃｏは超合金

肺，Ｃｏ，Ｈｇ，Ｐt は気管支喘息，Ｂｅは慢性ベリリウム肺を生じることが報告されている。こ

こでは，Ｂｅ，Ｐtの２種 の金属 について，これらの金属 による肺疾患すなわち慢性ベリリウ

ム肺と白金喘息の症例 を提示し，ついで実験的 な成績について述べる。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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3. Ｐｅａｋ ｆｉＯＷ な ら び に ＶＶ の パ タ ー ン 分 析

群馬大学医学部第一内科　 Ｏ根 本　 俊 和　 ・　藍 原　 正 幸

富 岡　 真 一　 ・　笛 木　 隆 三

心臓 疾 患の診断 に心電図 を用いぬ医師 はい ないが，呼吸 器疾患 の診断 に肺機能 を正確 に観

察 し応用 している医師 は多くは ない。 今回は この理由 につ き自験例 を基 に論 ずると共 に肺 機

能 応用の将 来につい てふれてみ たい。

1. ま ず Ｐｅａｋ ｎｏｗ につい ては 日内変 動 とその身体 的基盤 が 問題 となる が，喘 息症状 の軽

快 とともに ＰＦ が増加 するもの と増加 し ない ものが あり前者 と後 者 とでは狭窄部位 の違 い が

あ ると思 われ る。　２．ＶＶ につい ては従来 ，V25 を重 視 する議 論が あるが喘 息ではtidal　VV

とeffo ｒt ＶＶ の ループ の大 きさの差 が減 少 したり（ｍａｘ-tidaIna ｒｒｏｗｉｎｇ），交叉 したり（ｍａｘ-

●
tidal cｒｏｓｓing），あ るい は ＥＲＶ が減 少し たりす ること（ｓhoｒtｅｎｉｎｇ ｏｆ ＥＲＶ）が重要 で，ＶＶ

パ ラター ターの数 字のみ を見ると 。01ｕｍｅが改 善増加 す るとぐ の 数値 が減少 す ること もある。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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４。気道 誘発 反応 一 再調 査 か らの 考察 一

金沢市城北病院内科　　Ｏ清

福井光陽生協病院内科　 大

水

門

巍

和

①米杉':38歳の建具工。皮内テストで遅発型陽性は認められず，Iα0.5CC で即時 型反応

が認められ，減感作療法が有効であった。吸入誘発を減感作後再検し陰性を確認した。

② 小麦粉：即時型吸入陽性の患者に５年後，再検したところ同じく即時型陽性を確認した。

減感作療法が定期的 かつ十分でなかったことや職場での曝露密度，頻度が影響していると考

えた。

③Ｔ.Ｄ.I.:3 例 が即時型，２例が遅発型陽性を認めた。いずれも職場で発作が存在したが，

５年後の調査では２例 が転職，３例が継続していたが環境改善のためか発作を認めなくなっ

ていた。

結論：高濃度，高頻度の曝露で気道過敏性や抗体の量の高まっている時と，そうでない時

の考慮の必要性が示唆された。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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〈 特別発言〉

抗原吸入発作後の気道反応性充進の機序 について

独協医科大学アレルギー内科　 牧　 野　荘　平

気管支喘息患者は抗原曝露後に即時型および遅発型の気道収縮反応を示すが，その後，数

日にわたって，喘息症状の悪化を示すことがある。この機序を示すものとして，ヒスタミン

気道反応性の九進が続くことが報告されている。

モルモット実験喘息においても，動物を卵白アルブミンで被動または能動感作し，抗原を

吸入させ気道収縮発作を起こさせ，気道での好酸球浸潤，気道粘膜損傷，ヒスタミン闇値を

fOllOW-Upすると，被動感作動物では抗原曝露後６時間を最大とする気道粘膜への好酸球浸

潤を認め，遅発型反応は起こらないが，24時間後の気道反応性完進を見た。抗原吸入による

能動感作動物では，さらに長期間の好酸球浸潤が続き，相当数の動物に遅発型反応を認め，

また，抗原曝露後１～５日後にも気道反応性の充進をみた。

このような所見は，抗原曝露後の喘息症状悪化が，好酸球を中心とする炎症細胞による気

道粘膜の損傷に基づく非特異的気道反応性の充進にもよることを示唆している。職場での抗

原曝露が喘息症状の持続的悪化をおこす機序の１つと考えられる。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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５。職業性喘息における遅発性喘息反応

群馬大学医療技術短期大学部　　中　渾　 次　夫

職 業 性 喘 息 の 惹 起 物 質 で ，吸 入 す る と ＬＡＲ 又 は ＤＡＲ を 発 現 さ せ る も の は ｃｈｅｍｉｃａｌ ｄｕｓtｓ，

ｖａｐｏｒ ， ｗood d ｕｓtｓ な ど 種 類 は 多 岐 に 亘 る 。 又 ＬＡＲ 後 の 気 道 反 応 性 完 進 や ｒｅｃｕｒｒｅｎt ｎｏｅ-

tｕｒｎａｌ ａttａｃｋ も 呈 し や す い 。 惹 起 方 法 と し て は 環 境 誘 発 及 び 実 験 室 内 の 誘 発 が あ る 。 環 境 誘

発 は 原 因 物 質 が 不 明 確 で あ る 場 合 に 頻 用 さ れ ， 実 際 の 職 場 で 作 業 に 従 事 さ せ る 方 法 で あ る 。

あ る 程 度 原 因 物 質 が 明 確 な 場 合 に は こ れ を 用 い て 実 験 室 内 でpainting ， ｓanding ， ｓpｒａyｉｎｇ，

ｗelding ，ｓolde ｒｉｎｇ，lnhalat ｉｏｎ な ど を 行 っ て 誘 発 を 試 み る 。 吸 入 は10 分 間 隔 で ， ２ 分 ， ４ 分 ，

８ 分 間 行 う 。 職 業 性 喘 息 の Ｌ ＡＲ の 病 態 像 は ， 一 般 の ア レ ル ゲ ン に よ る Ｌ ＡＲ の そ れ と 本 質

的 差 異 は な い 。 そ の 発 症 機 序 は ｉｍｍｕｎｏｌｏｇｉｃ( Ｔype l ， Ｔype IV), ｎｏｎ-ｉｍｍｕｎｏｌｏｇｉｃ，iｒｒitａｎt

作 用 あ る い は こ れ ら の 混 合 型 で あ っ た り ， そ の 種 類 に よ っ て 異 な る と 考 え ら れ て い る 。 治 療 ，

予 防 に は 配 置 転 換 ， 就 業 前 の イ ン タ ー ル 使 用 な ど ， マ ス ク の 使 用 な ど が 試 み ら れ る 。

〈Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ 〉
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